
第 5学年 2組 算数科 学習指導案 

平成 29年 10月 27日（金） 

指導者  仁 宮  香 

場 所  5年 2組教室 

 

１ 単元名    面積 

 

２ ねらい 

 ○三角形、平行四辺形、台形、ひし形などの面積の求め方について、算数的活動を通して既習の面

積の求め方に帰着して考えようとしている。         【算数への関心・意欲・態度】 

 ○既習の面積の求め方をもとに、三角形や平行四辺形などの面積を工夫して求めることができる。                      

【数学的な考え方】 

 ○三角形や平行四辺形などの面積を計算によって求めることができる。 

【数量や図形についての技能】 

 ○三角形や平行四辺形などの面積の求め方を理解する。  【数量や図形についての知識、理解】 

 

〈つけたい力〉 

 ○自己解決の場・・・既習との相違や類似に気付き、既習を活用して問題解決できる。 

 ○伝え合いの場・・・友だちの考えに共感したり、自分の考えと比較したりして聞く。 

 

３ 基盤 

 【単元・教材観】 

 本単元は三角形や平行四辺形、ひし形および台形の面積の求め方を学習する〔Ｂ 量と測定〕の内

容である。これまでに第 4学年において平面図形の性質としての面積の概念や普遍単位（㎠、㎡、

㎢）、長方形・正方形の面積の求め方について学習している。 

 本単元では、既習の面積の求め方を活用して三角形、平行四辺形、台形、ひし形の面積を求める学

習をする。図形の一部を移動して既習の図形に等積変形したり、既習の図形に分割したりするなどの

算数的活動を通して、自ら面積の求め方を考え、公式をつくっていくことを主なねらいとしている。 

 本単元の指導を通して、子どもたちが図形への見方・考え方を働かせ、面積を求めるためにはどの

部分の長さを測る必要があるかを考えながら、さまざまな図形の面積の求め方を、論理的に筋道を立

てて説明できるようにしていくことが大切であると考える。 

 

【子どもの実態】 

  … ＜個人情報保護のため省略＞ … 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【指導上の工夫】 

 本単元は、平行四辺形、三角形、台形、ひし形の順で学習する。長方形に変形する方法が多様に考

えられること、三角形の面積は平行四辺形の半分と見ることができることなどの理由から、平行四辺

形の求積から扱うことにした。それぞれの図形の面積の求め方を考える際には前時までの学習を振り

返ったり、課題解決に向けて、知っていること、使えることは何かを確認したりしながら、既習の図

形に帰着させることを大事にして進めていきたい。 

①課題設定の工夫 

 本単元を通して「池の面積を求めよう」という学習問題を設定している。そこで本時の学習問題は

「平行四辺形の池の面積を求めよう」となる。単位面積のいくつ分で面積を考えたり、複合図形を分

割したりした経験を想起させた上で、子どもたちに「平行四辺形の面積の求め方を考えよう」という

めあてを提示する。そうすることで図形の中や外に直線を引いたり、そこを切ったりする活動が生ま

れ、平行四辺形の中に長方形を見つけたり、平行四辺形を長方形に変形させたりするのではないかと

考えた。またマス目を示していない平行四辺形を使って自分で垂直な直線を引いたり、切って動かし

たり、マス目をかいたりすることで、面積を求めるための縦と横（高さと底辺）は垂直に交わってい

ること、1㎠がいくつ分かを考えるとよいことに気づけるようにしたい。 

②全体での話合いのもち方 

 子どもたちの考えとしては○あ平行四辺形の□と△の長さをかけて求める、○い底辺に

垂直な直線を 2本引いて、直角三角形 2つ、長方形 1つに分けて求める、○う直角三角形と台形に分け

て、直角三角形を動かし、長方形に変形して求める、が出ると予想される。はじめに困っている、分

からないという子どもの思いを聞き、全体で共有することで、面積を求めるためのポイントが明確に

なるようにしたい。また○あでは長方形で縦と横をかけていたから同じようにすればよいと考えている

が、縦と横（高さと底辺）は垂直に交わっていること、面積は 1㎠がいくつ分であるかを求めるとい

うことがはっきり分かっていないと思われる。そこでなぜ○あではいけないのかということを話し合っ

たり、○いや○うの考えとどこが違うのかということを話し合ったりすることで理解を深めたい。この時

には辺を色分けしたり、直角の記号を使ったりすることで、どこを縦や横と言っているのか、縦と横

の関係がどうなっているのかを分かりやすくし、図と説明を関連付けられるようにしたい。 



４ 指導計画（全 12時間） 

次 時 課題と学習内容 期待する姿 主な支援 

１ 

平
行
四
辺
形
の
面
積 

１ ・長方形や正方形の面積を求める。 

・1㎠のいくつ分かが面積を表すこと

を確認する。 

・Ｌ字型の面積を求める。 

・既習事項を振り返り、これからの学

習への意欲をもたせる。 

・さまざまな図形

の面積の求め方を

考えようとしてい

る。   【関】 

・はじめに長方形、正方

形の面積を求め、面積の

概念を確認する。 

 

２
（
本
時
）
３ 

 

 

 

・長方形の面積の求め方や等積変形を

使って、平行四辺形の面積の求め方を

考える。 

・底辺と高さの関係を考える。 

・平行四辺形の面積を求める公式を考

え、求積する。 

・既習事項を使っ

て平行四辺形の面

積の求め方を考え

ることができる。   

【考】 

 

・平行四辺形の面

積の求め方の公式

を理解する。 

【知】 

・平行四辺形を実際に切

ったり、動かしたりして

考えられるようにする。 

・全体での話合いでは、

課題のポイントを全体で

共有できるように、困っ

ている子どもの考えを先

に取り上げる。 

２ 

三
角
形
の
面
積 

４ 

５ 

 

 

・これまでに学習した求め方から、三

角形の面積の求め方を考える。 

・三角形の面積を求める公式を考え、

求積する。 

・既習事項を使っ

て、三角形の面積

の求め方を考える

ことができる。  

【考】 

・三角形の面積の

求め方の公式を理

解する。 【知】 

・三角形を実際に切った

り、動かしたりすること

で求め方を考えられるよ

うにする。 

・全体での話合いでは、

課題のポイントを全体で

共有できるように、困っ

ている子どもの考えを先

に取り上げる。 

６  

 

 

・三角形の面積の求め方をもとに、四

角形の面積を求める。 

・四角形を三角形

に分割する考え方

を用いて、四角形

の求積ができる。 

【技】 

・実物大の四角形の必要

な長さを自分で計測する

時間を設ける。 

・三角形の公式を参考に

できるように掲示してお

く。 

四角形の面積をくふうして求めよ

う 

平行四辺形の面積の求め方を考え

よう 

三角形の面積の求め方を考えよう 



３ 

い
ろ
い
ろ
な
三
角
形
・
四
角
形
の
面
積 

７  

 

 

 

・教科書の切り取り教具を使い、高さ

が外にある三角形を変形させたり、教

科書の図のように平行四辺形を変形さ

せたりして、面積を求める公式が適用

できることを理解する。 

・高さが外にある

三角形や平行四辺

形について、公式

を用いて求積がで

きる。  【考】 

・教科書にある教具を使

って図を変形させたり、

変形した図をかいたりす

ることで、同じように公

式が使えることを理解で

きるようにする。 

８  

 

・これまでの学習をもとに、台形の面

積の求め方を考え、求積する。 

・台形の面積の求

め方を考え、求積

ができる。【考】 

・これまでの学習の足跡

を残しておくことで、既

習図形の求め方が使える

ことを理解できるように

する。 

９  

 

・これまでの学習をもとに、ひし形の

面積の求め方を考え、求積する。 

・ひし形の面積の

求め方を考え、求

積ができる。    

【考】 

・これまでの学習の足跡

を残しておくことで、既

習図形の求め方が使える

ことを理解できるように

する。 

10 ・「練習問題」に取り組む。 ・平行四辺形、三

角形、台形、ひし

形の面積の求め方

を理解し、求積が

できる。 

【知】【技】 

・教科書やノートなどの

これまでの学習に返るよ

うに声をかける。 

４ 

面
積
と
比
例 

11  

 

 

 

・底辺一定で高さが変化したり、高さ

一定で底辺が変化したりする場合の面

積の変化の様子を調べる。 

・三角形の高さと

底辺と面積の関係

を考えることがで

きる。  【考】 

・底辺と高さの関係をき

ちんと押さえておく。 

・具体的な図を用意して

おき、視覚的にも変化が

分かるようにする。 

５ 12 ・「たしかめましょう」に取り組む。 ・平行四辺形、三

角形、台形、ひし

形の面積を求める

ことができる。   

【技】 

・教科書やノートなどの

これまでの学習に返るよ

うに声をかける。 

 

 

 

高さや底辺の長さを変えていく

と、面積はどのように変わってい

くのか調べて、説明しよう 

台形の面積の求め方を考えよう 

ひし形の面積の求め方を考えよう 

高さが図形の外にある三角形や平

行四辺形でも、面積の公式が使え

るか考えよう 



５ 本時の学習 

（１） ねらい 

  ・既習の面積の求め方を使って、平行四辺形の面積の求め方を考える。【考】 

（２） 展開 

学習

過程 
学 習 活 動 指導上の留意点（○教師の支援 ◎評価） 

出
会
う 

１ 学習問題を知る 

 

 

・長方形と同じ四角形の仲間だな。 

・平行四辺形のほうが広そうだな。 

 

○前時の長方形とどちらの面積が広いか聞く

ことで、確かめるために面積を求めたいとい

う意欲をもてるようにする。 

２ めあてを知る 

 

 

○どんな方法が使えるか考え、学習の見通し

がもてるように前時の学習を振り返る。 

考
え
る 

３ 自分で考える 

①△×□ 

②長方形 1つと直角三角形 2つ 

③長方形への等積変形（直角三角形や台形を

動かす） 

①                

 

 

 

                         

② 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

○実際に動かしたり、切って貼ったりしなが

ら考えられるように、マス目なしの平行四辺

形、2.5cm四方のマス目つき発表ボードを用

意する。 

○発表ボードのマス目を使って考えている子

どもには、マス目は１㎠ではないことを確認

する。 

○図をどのように使ったらよいか分からない

子どもには、前時の掲示物を見たり、求めら

れる形に注目したりするように声がけする。 

○新たな考えを出したり、自分の考えの説明

に使ったりできるように、色の違う平行四辺

形を用意しておく。 

 

４ 全体で話し合う 

○困・全くどうしていいかわからない。 

 ・対角線を引いて、三角形ができたけど、 

○自力解決のときに子どもの考えを把握して

おき、困った、途中までは分かるという意見

を取り上げ、課題のポイントを共有する。 

話
し
合
う 

 

平行四辺形の池の面積を求めよう 

平行四辺形の面積の求め方を考えよう 



どうしたらいいかわからない。 

 

①長方形のように□と△の長さをかけると面

積が求められる。 

 

②縦に 2本の線を引くと、長方形 1つと直角

三角形 2つに分かれるから、長方形は縦×横

をして、直角三角形は縦×横を 2で割って、

その 2つ分を足すと求められる。 

 

②′縦に引く 2本の直線は横の辺と直角にな

っていないといけない。 

 

③直角三角形や台形を作ってそれを動かす

と、長方形に変形できるので、縦と横の長さ

をかけて、計算をして求めることができる。 

 

○①の考えでは、□と△が垂直になっていな

いから求めることができない、この式では 1

㎠がいくつ分を求められないなどの考えを通

して面積を求めるときの基本に気づけるよう

にしたい。 

○②や③の考えでのポイントは垂直に直線を

引くと直角三角形や長方形が見えてくること

なので、記号などを使って図と説明が関連付

けられるようにする。 

○未習である直角三角形の面積をどうしたら

よいのかということを話し合うことで、直角

三角形二つで長方形になるということに気づ

けるようにしたい。 

○理解が深まるように、同じ説明を別の子ど

もがしたり、ペアやグループでの説明タイム

を取ったりする。 

 

◎既習事項を使って平行四辺形の面積の求め

方を考えることができる。【考】 

（発表ボード、ノート、観察） 

５ まとめる 

・平行四辺形の△に垂直な直線を引いて切る

と、長方形に変形して面積を求められる。 

○既習事項である長方形を使うと、面積が求

められることを実感できるように、話合いの

中で出てきた変形を実際にやってみる。 

６ 振り返る 

・平行四辺形は長方形にすると面積が出せる

ことが分かった。 

・直角三角形二つで、長方形にすることがで

きた。 

○話合いの中で出てきた言葉を使って分かっ

たことやできるようになったことが書けるよ

うにする。 

（３） 評価規準 

十分満足できると判断できる子

どもの具体例 

おおむね満足できると判断でき

る子どもの具体例 

努力を要すると判断できる子ど

もへの支援 

既習事項をもとに長方形に変形

して平行四辺形の面積の求め方

を考えることができる。 

既習事項をもとに長方形、直角

三角形に分割し、平行四辺形の

面積の求め方を考えることがで

きる。 

図形の中に垂線を引いてみるよ

うに声をかけることで、長方形

などの既習の形に目を向けられ

るようにする。 

（４）協議の視点 

 ・課題は子どもたちの学習意欲を高めるのに有効であったか。 

 ・全体での話合いで、具体物の操作を取り入れたことは、話合いを深めるのに有効であったか 

 

ま
と
め
る 

 

振
り
返
り 

 


